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　新年明けましておめでとうございます。

昨年もまほろばをご愛顧いただき、心より感

謝申し上げます。

本年も変わらずにお付き合いいただけます

様、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　一昨年から、やむにやまれぬ思いを伝えた

いと書き始めた「編集部だより」ですが、昨年

末で第10号となりました。

かなり好き放題、こんなこと書いて大丈夫か

なと思いながらまとめたこともありましたの

で、お客様の中には不愉快な感覚をお受けに

なった方もいらっしゃるかもしれません。

この場を借りてお詫び申し上げます。

　私の場合、考えて書くというよりは、空中か

ら浮かんでくる言葉を捕まえてペンに取ること

で形になりますので、どうしても支離滅裂にな

りがちです。

さらに言葉が降りてこないこともしばしばで

す。そこのところご理解いただき、今後ともお

付き合いいただけましたら幸いです。

　それにしても、毎月文章を書くということは

思いのほか大変なことです。

私の“なんちゃって連載”でもそうなのですか

ら、毎月『自然医学』誌に連載している社長の

苦労は比べるまでもありません。それこそ命

がけで、ギリギリのところで言葉を紡いでいる

ように見受けられます。ある意味、店の仕事以

上に大変な側面もあるかもしれません。

　特に今回掲載されたものは、これまでの日

本人観、世界の歴史観を覆すほどの画期的な

発表となっています。これは、誰彼ができる事

ではなく、やはり古事記以前の古くから社長の

先祖伝来伝わるという幻の「富士古文書『宮

下文書』」によるところが大きく、このような形

で世間に発表するというのも社長の使命の一

つなのかもしれませ

ん。

そういう意味では、歴

史というのはこれま

で力のある為政者に

より、力づくでつくら

れてきた感がありま

すが、これからはそう

ではなく、市井の人々

によって生み出され

ていくのではないかという思いがあります。

　極論を言えば、「たった一人からでも世界は

変わる」可能性があるということです。

少なくとも、今、私が見聞きしている世界とは、

私の脳が捉えた情報を過去の価値観や周囲

のデーターと照らし合わせて生み出した、「私

のオリジナルな世界」なのです。その小さな私

の世界を変える事が出来るのは、この世にお

いて私自身以外にはありません。

まだ、孫はいませんが（笑）、その孫たちが安心

して豊かな自然の中で暮らすことのできる世

界を生み出してみたいと、今、強く思っていま

す。

一人一人の私にその力が宿っています。

どうしても普通に暮らしていたら運命に流さ

れてしまう感じが強くなっ

てしまいますが、ぜひ、皆

様と一緒に良き世界を想

像していけたら素晴らし

いと思います。

　本年もどうぞよろしくお

願い申し上げます。
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    新春のおよろこびを申し上げます。

旧年中は、格別のお引き立てを賜り、厚く御礼

申し上げます。

本年も、倍旧のご愛顧の程、お願い申し上げ

ます。

　年があらたまれば、心もあらたまる。

縁あって、まほろばに入社し、７年目に入りま

す。

自然農園で３年、厚別店を任され３年が経ち

ます。

この与えられた道を、１日１日、懸命に歩んで

まいりました。周りの人々に支えられて、今が

あります。無駄な日は、１日たりとも、なかった

ように思います。

まだまだ、至らない点が多く、お客さまには、ご

迷惑をおかけしていますが、従業員一同、笑顔

で、皆様の、ご来店をお待ちしております。

 

　今年は、創業３０周年の、節目の年でもあり

ます。

いかなる人材が揃っていても、和がなければ、

成果は得られません。常に感謝のこころを

持って、協力しあってこそ、信頼が培われ、真

の発展も生まれてきます。

仏法に「無財の七施」

　という教えがあり

ますが、大きな事で

なくても、日常のささ

いな行いによって、周

りを明るく、元気にす

ることが、できると思

います。

ひとりひとり

が、ご縁のあ

るところで、

喜びの種を

まき、花を咲

かせる事が

できれば、ど

んなに、素晴

らしい１年に

なる事でしょ

うか。

いま立っているこの道、いま歩んでいるこの、

かけがえのない道を、ひたむきに、歩んでいき

たいと思います。

　真っ白な雪でおおわれた、冬の朝、小鳥たち

の鳴き声が、心に響きます。朝の、やわらかな

太陽のひかりを浴びると、こころがあらたまり

ます。

さあ、今日もあたらしい朝が来た。
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【無 財 の 七 施】
 

一は「眼施」　やさしいまなざし

二は「和顔悦色施」　慈愛に溢れた笑顔  
　　　　　　　　　　で、人に接する

三は「言辞施」　あたたかい言葉

四は「身施」　自分の体を使って、人の
　　　　　　　ために奉仕する

五は「心施」　思いやりの心を持つ

六は「床座施」　自分の席を譲る

七は「房舎施」　宿を貸す
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